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　京城跡は、紀宝町の中央を流れる相
お

野
の だ に

谷川の中流域にある平山城跡です。
相野谷川に、支流の相

お の

野川が合流する
この地点は、相野谷川流域の要とも
言える場所で、東・北・西の面には
堀
ほりきり

切・切
きりぎし

岸・竪
たてぼり

堀を造成しており、北
山道を経由した北山方面からの攻撃に
備えたものだと考えられます。

京城跡の位置
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紀宝町へのアクセス

【名古屋方面から】熊野尾鷲道路熊野大泊 IC から国道
42 号を新宮方面へ約 30 分。

【大 阪 方 面 か ら 】阪和自動車道田辺 IC から国道 311
号 -168 号を新宮方面へ約 2 時間 30 分。または、す
さみ南 IC から国道 42 号 - 那智勝浦新宮道路を新宮
方面へ約 2 時間 30 分。

車でお越しの場合

JR 新宮駅まで JR 名古屋駅から特急で約 3 時間 30
分、JR 新大阪駅から特急で約 4 時間 20 分。JR 新
宮駅からは、車で約 20 分、紀宝町民バス（上桐原行き、
大里下車）で約 25 分。

電車でお越しの場合

三重県

　相野谷川流域は室町時代以前は相野
荘と呼ばれ、熊野三山の荘園でした。
　京城は、室町時代後半ごろ、新宮の
支配から独立した地域の有力者によっ
て築城されたと考えられています。京
城が築城される以前は、この山は地域
の人びとが墓地として利用していた

「聖地」だったそうです。

京城跡の歴史

　 紀
き い

伊 続
しょく

風
ふ ど き

土 記 に は、 天
てんしょう

正 13 年
（1585 年）に豊

と よ と み

臣秀
ひ で よ し

吉の臣
し ん か

下、堀
ほ り う ち

内
氏
うじよし

善氏の手によって建てられたとの記
述があります。しかし、この書物は、
天
て ん ぽ う

保 10 年 (1839 年 ) 年に完成の江
戸時代に書かれたものであるため、真
相は不明です。
　また、敷地内には文

ぶんめい

明 13 年（1481
年）の舟形地蔵が存在することなどか
ら、それより古い時代に建てられたの
ではないかとも考えられています。

京城跡は、いつ誰が建てた？

　堀
ほりうち

内氏
うじよし

善は、戦国時代末期、新宮を
根拠に古座付近から紀伊長島付近まで
３万石

ごく

を支配した戦国大名です。
　氏善は新宮城主だった氏

うじとら

虎の次男と
して生まれました。熊野有馬家へ養子
として送り込まれ、南牟婁郡、熊野市
の大部分、尾鷲市の一部を手中に収め
ました。その後、父氏虎と兄氏

うじたか

高が相
次いで亡くなり、家

か と く

督を継ぎ新宮城主
となりました。
　天

てんしょう

正 13 年（1585 年）および天正
16 年（1588 年）に北山一揆が起き
た際、その対策として京城を築城した
とされていますが、詳細は不明です。
慶
けいちょう

長５年（1600 年）関ヶ原の戦いに
おいて西軍に味方しましたが、戦場に
到達する前に西軍の敗報を聞き帰参。
その後、和歌山城主桑

くわやま

山茂
しげはる

晴配下に新
宮城を攻められ降伏しました。領地を
没収され、肥後の加

か と う

藤清
きよまさ

正のもとへ送
られるまでの間、一時京城に滞在した
とされています。

堀内氏善ってどんな人？

　京城跡は、紀宝町の中央を流れる相
お

野
の だ に

谷川の中流、相
お の

野川との合流地点の
北側に位置する小高い丘にあり、かつ
ては北山方面への本街道であった相野
谷筋を一望できる、戦略的に最適の地
にありました。
　室町時代に築城されたと考えられて
いるこの城は、海抜約 70 ｍあまりの
山頂付近に設けられた区画を中心に、
東西約 450 ｍ以上にわたる大きさが
あります。北からの敵の来襲に備え
数々の工夫が凝らされているほか、当
時としては数少ない石垣を用いた城壁
も築かれていました。
　これだけの規模やつくりを持つ城は
東紀州でも、熊野市にある赤木城、鬼ヶ
城に次ぐものであり、歴史的、文化的
にも非常に価値の高い城であるといえ
ます。
　しかし、京城跡について記された文
献は少なく、多くの謎に満ちた城でも
あります。

京城跡とは


